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女
性
の
活
躍
が
企
業
成
長
の
カ
ギ

　
大
阪
府
の
女
性
就
業
率
（
20‒

59
歳
）
は
66
・
１
％
と
、
47
都
道
府
県
中

45
位
と
低
い
水
準
で
す
。

 

女
性
の
就
業
率
は
、
結
婚
・
出
産
期
に
当
た
る
年
代
に
一
旦
低
下
し
、
育

児
が
落
ち
着
い
た
時
期
に
再
び
上
昇
す
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
Ｍ
字
カ
ー

ブ
」
を
描
い
て
い
ま
す
。
大
阪
は
全
国
平
均
に
比
べ
、
Ｍ
字
の
谷
の
部
分
が

深
い
の
が
特
徴
で
す
。

　
女
性
と
比
較
し
た
男
性
の
育
休
取
得
率
は
き
わ
め
て
低
く
、
わ
ず
か

２・３
％
で
す
。

　
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
に
つ
い

て
、男
女
全
体
で
は
「
反
対・ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
反
対
」
が
49・４
％
と
な
っ

て
お
り
、
反
対
と
す
る
人
の
割
合
は
、
女
性
で
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
６
歳
未
満
の
子
ど
も
を
持
つ
夫
の
育
児
・
家
事
関
連
に
費
や
す
時
間
は
、

他
の
先
進
国
と
比
較
し
て
低
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
女
性
管
理
職
を
役
職
別
に
見
る
と
、
係
長
級
が
16・
２
％
、
課
長
級
は
９・

２
％
、
部
長
級
で
は
６・
０
％
と
な
っ
て
お
り
、
上
位
の
役
職
ほ
ど
女
性
が

占
め
る
割
合
は
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
長
期
的
に
は
上
昇
傾
向
に
は
あ
る
も

の
の
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

１
福
井
県

２
島
根
県

３
山
形
県

４
富
山
県

５
石
川
県

６
鳥
取
県

７
高
知
県

８
長
野
県

９
新
潟
県

10
秋
田
県

11
佐
賀
県

12
宮
崎
県

13
岩
手
県

14
群
馬
県

15
岐
阜
県

16
熊
本
県

17
山
梨
県

18
鹿
児
島
県

19
静
岡
県

20
長
崎
県

21
香
川
県

22
三
重
県

23
福
島
県

24
岡
山
県

25
青
森
県

26
愛
媛
県

27
山
口
県

28
徳
島
県

29
大
分
県

30
滋
賀
県

31
茨
城
県

32
栃
木
県

33
愛
知
県

34
東
京
都

35
宮
城
県

36
広
島
県

37
福
岡
県

38
和
歌
山
県

39
京
都
府

40
沖
縄
県

41
千
葉
県

42
埼
玉
県

43
北
海
道

44
神
奈
川
県

45
大
阪
府

46
奈
良
県

47
兵
庫
県

85

(％)

80

75

70

65

60

20-59歳 女性就業率

大阪府 66.1

神奈川県 66.2

東京都 70.0

愛知県 70.1

50
20 ～ 24 25～ 29 30～ 34 35～ 39 40～ 44 45～ 49 50～ 54 55～ 59 （歳）

55

60

65

70

75

80

85

90

95

100
（％）

61.2

71.3

61.1
59.0

63.8

67.7
65.3

56.6

大阪府・男性

全国・女性全国・女性

大阪府・女性57.4

84.7

88.9
89.9 89.9 89.9

89.1

85.3

64.3

73.0

65.0 64.2

69.0

72.8

70.7

61.8

結婚・出産期に低下

年齢別 就業率

　出典 :総務省「国勢調査」（平成 22年） 就業率＝就業者人口／年齢階級別人口

　出典 :総務省「就業構造基本調査」（平成 24年）
出典：厚生労働省「雇用均等基本調査」
（平成 26年）

出典：内閣府「女性活躍推進に
関する世論調査」（平成 26年）

　出典： 内閣府パンフレット「ひとりひとりが幸せな社会のために　平成 27年度版データ」

【
備
考
】

１
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所「
第
14
回
出
生
動
向
基
本
調
査（
夫
婦
調
査
）」
よ
り
作
成

２
、
第
１
子
が
１
歳
以
上
15
歳
未
満
の
子
を
持
つ
初
婚
ど
う
し
夫
婦
に
つ
い
て
集
計

３
、
出
産
前
後
の
経
歴

　
　
就
業
継
続（
育
休
利
用
）― 

妊
娠
判
明
時
就
業
〜
育
児
休
業
取
得
〜
子
ど
も
１
歳
時
就
業
　
　

　
　
就
業
継
続（
育
休
な
し
）―
妊
娠
判
明
時
就
業
〜
育
児
休
業
取
得
な
し
〜
子
ど
も
１
歳
時
就
業

　
　
出
産
退
職
―
妊
娠
判
明
時
就
業
〜
子
ど
も
１
歳
時
無
職

　
　
妊
娠
前
か
ら
無
職
―
妊
娠
判
明
時
無
職
〜
子
ど
も
１
歳
時
無
職

　出典 :厚生労働省「賃金構造基本統計調査」（平成 26年）

６歳未満の子どもを持つ夫の１日あたりの
家事・育児関連時間の国際比較
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うち育児の時間

大阪府 0：28 0：56
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子どもの出生年齢別 第１子出産前後の妻の就業経歴
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86.6％

男
性

女
性

女
性
活
躍
推
進
法
が
ス
タ
ー
ト

　
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
が
到
来
す
る
中
、
女

性
の
活
躍
推
進
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
27

年
８
月
28
日
に
は
、
女
性
が
職
業
生
活
に
お
い
て
、

そ
の
希
望
に
応
じ
て
十
分
に
能
力
を
発
揮
し
、
活

躍
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
国
、
地
方
公

共
団
体
、
一
般
（
民
間
）
事
業
主
が
果
た
す
べ
き

責
務
等
を
定
め
た
「
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る

活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」（
女
性
活
躍
推
進
法
）

が
、成
立
し
ま
し
た
。平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
は
、

常
時
３
０
１
人
以
上
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業

主
は
、
事
業
主
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
等
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

女
性
の
活
躍
で
成
長
す
る
企
業

　
日
本
の
女
性
の
就
業
率
は
男
性
よ
り
低
く
、
そ

の
中
で
も
大
阪
の
女
性
の
就
業
率
は
全
国
的
に
見

て
も
低
い
水
準
で
す
。
ま
た
、
育
児
や
家
事
に
積

極
的
に
男
性
が
参
加
す
る
こ
と
が
女
性
の
継
続
就

業
の
促
進
に
つ
な
が
り
ま
す
が
、
男
性
の
育
休
取

得
や
家
事
・
育
児
時
間
は
、
女
性
や
欧
米
に
比
べ

少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
女
性
の
活
躍
は
、
市
場
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
優

秀
な
人
材
の
確
保
な
ど
企
業
に
と
っ
て
多
く
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
冊
子
で
は
女
性
が
活

躍
し
、
成
長
し
て
い
る
企
業
の
事
例
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
に
お
け
る
取
り
組
み

の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

大
阪
府
の
女
性
就
業
率
は
ワ
ー
ス
ト
３

働
い
て
い
た
人
の
６
割
が
出
産
退
職

育
休
取
得
の
男
性
は
２・３
％

夫
の
家
事
時
間
、
日
本
は
北
欧
の 

１
－
３

「
夫
は
外
、
妻
は
家
」
に
賛
成
？
反
対
？

ま
だ
ま
だ
少
な
い
女
性
管
理
職

結
婚
・
出
産
期
は
就
業
率
の
「
深
い
谷
」

備考
１． EuroStat "How Europeans Spend Their Time Everyday Life of Women and Men"
（2004）,Bureau of Labor Statistics of the U.S. "American Time Use Survey"（2013）
及び総務省「社会生活基本調査」（平成 23年）より作成。

２． 日本と大阪府の数値は、「夫婦と子供の世帯」に限定した夫の１日当たりの「家事」、「介
護・看護」、「育児」及び「買い物」の合計時間（週全体平均）である。

育休取得率

固定的な性別役割分担意識

賛成
どちらかといえば賛成
わからない
どちらかといえば反対
反対
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5.15.1

34.2

17.4
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32.3

7.07.0
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14.5
男
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女
性

階級別役職者に占める女性の割合の推移
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注：企業規模 100人以上
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部長級

6.0

16.2

係長級

課長級

9.2

　
育
休
を
取
得
し
て
就
業
を
継
続
す
る
女
性
の
割
合
は
増
加
傾
向
に
あ
る
も

の
の
、
第
１
子
出
産
前
有
職
者
の
う
ち
約
６
割
が
第
１
子
出
産
を
機
に
離
職

し
て
い
ま
す
。

この冊子では、原則として育児休業を「育休」、有給休暇を「有休」と表記しています。

２ １
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66
・
１
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と
、
47
都
道
府
県
中
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位
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水
準
で
す
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代
に
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低
下
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育
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び
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昇
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う
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わ
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Ｍ
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カ
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ブ
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を
描
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が
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す
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、
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回
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夫
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成
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、
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明
時
就
業
〜
育
児
休
業
取
得
〜
子
ど
も
１
歳
時
就
業
　
　

　
　
就
業
継
続（
育
休
な
し
）―
妊
娠
判
明
時
就
業
〜
育
児
休
業
取
得
な
し
〜
子
ど
も
１
歳
時
就
業

　
　
出
産
退
職
―
妊
娠
判
明
時
就
業
〜
子
ど
も
１
歳
時
無
職

　
　
妊
娠
前
か
ら
無
職
―
妊
娠
判
明
時
無
職
〜
子
ど
も
１
歳
時
無
職

　出典 :厚生労働省「賃金構造基本統計調査」（平成 26年）

６歳未満の子どもを持つ夫の１日あたりの
家事・育児関連時間の国際比較

米国 2：58

2：46

2：30

3：00

3：21

3：12

英国

フランス

ドイツ

スウェーデン

ノルウェー

0 1 2 3（時間）

家事関連時間全体
うち育児の時間

大阪府 0：28 0：56
日本 1：070：39

1：17

1：00

0：40

0：59

1：07

1：13

子どもの出生年齢別 第１子出産前後の妻の就業経歴

0
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昭和60～

平成元

平成２～

６

７～

11

12～

16

17～

21

（子どもの出生年）

不詳
妊娠前から無職
出産退職
就業継続（育休なし）
就業継続（育休利用）

（％）

出
産
前
有
職
者
70・７
％

5.7

18.3

37.4

35.5

3.1

8.1

16.3

37.7

34.6

3.4

11.2

13.0

39.3

32.8

3.8

14.8

11.9

40.6

28.5

4.1

17.1

9.7

43.9

24.1

5.2

出産前有職者のうち
第１子を出産後

出産退職：62.0％

就業継続：38.0％

2.3％

86.6％

男
性

女
性

女
性
活
躍
推
進
法
が
ス
タ
ー
ト

　
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
が
到
来
す
る
中
、
女

性
の
活
躍
推
進
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
27

年
８
月
28
日
に
は
、
女
性
が
職
業
生
活
に
お
い
て
、

そ
の
希
望
に
応
じ
て
十
分
に
能
力
を
発
揮
し
、
活

躍
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
国
、
地
方
公

共
団
体
、
一
般
（
民
間
）
事
業
主
が
果
た
す
べ
き

責
務
等
を
定
め
た
「
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る

活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」（
女
性
活
躍
推
進
法
）

が
、成
立
し
ま
し
た
。平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
は
、

常
時
３
０
１
人
以
上
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業

主
は
、
事
業
主
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
等
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

女
性
の
活
躍
で
成
長
す
る
企
業

　
日
本
の
女
性
の
就
業
率
は
男
性
よ
り
低
く
、
そ

の
中
で
も
大
阪
の
女
性
の
就
業
率
は
全
国
的
に
見

て
も
低
い
水
準
で
す
。
ま
た
、
育
児
や
家
事
に
積

極
的
に
男
性
が
参
加
す
る
こ
と
が
女
性
の
継
続
就

業
の
促
進
に
つ
な
が
り
ま
す
が
、
男
性
の
育
休
取

得
や
家
事
・
育
児
時
間
は
、
女
性
や
欧
米
に
比
べ

少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
女
性
の
活
躍
は
、
市
場
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
優

秀
な
人
材
の
確
保
な
ど
企
業
に
と
っ
て
多
く
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
冊
子
で
は
女
性
が
活

躍
し
、
成
長
し
て
い
る
企
業
の
事
例
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
に
お
け
る
取
り
組
み

の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

大
阪
府
の
女
性
就
業
率
は
ワ
ー
ス
ト
３

働
い
て
い
た
人
の
６
割
が
出
産
退
職

育
休
取
得
の
男
性
は
２・３
％

夫
の
家
事
時
間
、
日
本
は
北
欧
の 

１
－
３

「
夫
は
外
、
妻
は
家
」
に
賛
成
？
反
対
？

ま
だ
ま
だ
少
な
い
女
性
管
理
職

結
婚
・
出
産
期
は
就
業
率
の
「
深
い
谷
」

備考
１． EuroStat "How Europeans Spend Their Time Everyday Life of Women and Men"
（2004）,Bureau of Labor Statistics of the U.S. "American Time Use Survey"（2013）
及び総務省「社会生活基本調査」（平成 23年）より作成。

２． 日本と大阪府の数値は、「夫婦と子供の世帯」に限定した夫の１日当たりの「家事」、「介
護・看護」、「育児」及び「買い物」の合計時間（週全体平均）である。

育休取得率

固定的な性別役割分担意識

賛成
どちらかといえば賛成
わからない
どちらかといえば反対
反対

11.2

32.0

5.15.1

34.2

17.4

14.2

32.3

7.07.0

32.0

14.5
男
性

女
性

階級別役職者に占める女性の割合の推移

0
平成 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

2

4

6

8

10

12

14

16

18

注：企業規模 100人以上

（％）

（年）

部長級

6.0

16.2

係長級

課長級

9.2

　
育
休
を
取
得
し
て
就
業
を
継
続
す
る
女
性
の
割
合
は
増
加
傾
向
に
あ
る
も

の
の
、
第
１
子
出
産
前
有
職
者
の
う
ち
約
６
割
が
第
１
子
出
産
を
機
に
離
職

し
て
い
ま
す
。

この冊子では、原則として育児休業を「育休」、有給休暇を「有休」と表記しています。

２ １
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職
場
環
境
と
制
度
で

会
社
生
活
が
充
実

「
子
育
て
も
頑
張
れ
る
」

　
Ｊ
Ｒ
天
満
駅
か
ら
す
ぐ
。
ビ
ル
の
谷
間
に

歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
が

立
ち
並
ぶ
。
ベ
ア
リ
ン
グ
リ
テ
ー
ナ
ー
や
コ

ン
ベ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
西
金
属
工
業
。

　
「
名
前
は
硬
い
で
す
が
、
女
性
が
働
き
や

す
い
柔
軟
な
会
社
で
す
」。

　
そ
う
話
す
の
は
輸
送
機
事
業
部
の
近
江
佳

代
子
さ
ん
。
平
成
19
年
に
キ
ャ
リ
ア
を
生
か

し
て
転
職
し
、
現
在
は
主
に
自
動
車
メ
ー

カ
ー
の
プ
ラ
ン
ト
に
入
れ
る
コ
ン
ベ
ア
の
貿

易
業
務
を
担
当
し
て
い
る
。

社
内
託
児
所
を
利
用
し
て
早
期
に
復
職

　
昨
年
１
月
に
２
人
目
を
出
産
し
、
10
カ
月

で
復
帰
。
毎
朝
、
敷
地
の
一
角
に
建
て
ら
れ

た
託
児
所
に
子
ど
も
を
預
け
、
１
時
間
の
時

短
制
度
を
利
用
し
て
仕
事
を
続
け
て
い
る
。

　
「
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
出
勤
は
２
回
目
。
ち
ょ

う
ど
入
社
２
年
目
に
第
１
子
を
出
産
し
た
時

に
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
社
内
託
児
所
が
で
き
ま

し
た
。家
の
近
く
の
保
育
園
は
入
園
待
ち
で
。

早
く
仕
事
に
復
帰
し
た
か
っ
た
の
で
あ
り
が

た
か
っ
た
で
す
」
と
、
近
江
さ
ん
。

　
輸
送
機
事
業
部
は
、
レ
ン
ガ
造
り
の
紡
績

工
場
を
改
装
し
た
建
物
に
あ
る
。
フ
ロ
ア
は

済
連
携
協
定
）
な
ら
ま
か
せ
て
と
言
え
る
よ

う
に
な
り
た
い
」
と
、
近
江
さ
ん
は
瞳
を
輝

か
せ
る
。

 

女
性
活
躍
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施

　
同
社
で
は
人
口
減
少
社
会
を
見
越
し
て
、

も
っ
と
女
性
が
活
躍
で
き
る
会
社
を
作
ろ
う

と
、平
成
25
年
に「
女
性
活
躍
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
実
施
。
各
事
業
部
か
ら
女
性
社
員

が
集
ま
り
１
年
か
け
て
課
題
を
検
討
し
、
教

育
研
修
や
制
度
改
定
、
設
備
の
充
実
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

　
重
い
扉
に
車
を
つ
け
て
開
け
や
す
く
し
た

り
、
段
差
を
フ
ラ
ッ
ト
に
し
た
り
。
ま
た
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
を
透
け
に
く
く
ポ
ケ
ッ
ト
の
多

い
女
性
仕
様
に
切
り
替
え
る
な
ど
、
細
や
か

に
対
応
。
人
事
総
務
部
の
近
藤
江
里
加
さ
ん

は
、「
こ
れ
ま
で
上
が
っ
て
こ
な
か
っ
た
女

性
の
声
を
拾
っ
て
働
き
や
す
い
職
場
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
」
と
、
話
す
。

　
女
性
社
員
が
い
き
い
き
と
働
く
姿
を
紹
介

す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
女
性
の
採

用
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
設
計
な
ど
男
性
の

多
い
職
場
に
も
女
性
が
増
え
て
き
た
。

天
井
が
高
く
て
明
る
い
。
近
江
さ
ん
は
、「
全

世
界
に
製
品
を
輸
出
す
る
貿
易
の
仕
事
は
複

雑
で
す
が
、
一
つ
の
プ
ラ
ン
ト
が
完
成
す
る

た
び
に
大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
」
と

パ
ソ
コ
ン
に
向
か
う
。

　
時
短
で
も
業
務
が
回
る
よ
う
に
職
場
全
体

で
仕
事
量
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
。
子
ど
も
が
急

病
の
時
な
ど
に
備
え
て
進
捗
状
況
を
オ
ー
プ

ン
に
し
、
フ
ォ
ロ
ー
し
合
う
良
好
な
関
係
が

で
き
て
い
る
と
い
う
。

　
同
社
で
は
社
員
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
の
た
め
に
体
制
を
見
直
し
、
残
業
削

減
、
有
休
取
得
を
推
進
し
て
い
る
。「
残
業

を
減
ら
そ
う
と
い
う
空
気
が
社
内
に
醸
成
さ

れ
、
２
人
目
が
で
き
て
か
ら
の
方
が
子
育
て

の
た
め
に
早
く
帰
り
や
す
く
な
っ
た
」
と
、

近
江
さ
ん
は
実
感
し
て
い
る
。

　
午
後
４
時
半
に
仕
事
を
終
え
て
託
児
所
で

長
女
を
引
き
取
り
、
電
車
で
長
男
の
待
つ
自

宅
近
く
の
保
育
園
へ
。
毎
日
目
の
回
る
よ
う

な
忙
し
さ
だ
が
、「
会
社
生
活
が
充
実
し
て

い
る
か
ら
子
育
て
も
頑
張
れ
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
世
界
経
済
は
動
い
て
い
る
の
で
さ

ら
に
勉
強
し
て
、
例
え
ば
ま
ず
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経

女性で輝く実践企業６社

大阪市北区
［主な業務］
 ベアリングリテーナー、コンベアシス
テム、住宅関連部品

製造業

中西金属工業
株式会社

従業員数1749人
うち女性543人

女性管理職2人
女性管理職比率1.1%

▲左から 近藤江里加さん、近江佳代子さん

▲世界各地のプラント作りをサポート

▲１時間早く仕事を切り上げ、託児所へお迎えに

▲「仕事が面白いので毎日が充実しています」と、
　近江さん
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女性で輝く実践企業６社

自
分
の
能
力
を

開
花
さ
せ
て
く
れ
る
職
場

　髙島屋は従業員の約７割が女性
であり、企業の成長のためにも女
性の活躍推進は不可欠です。この
ため、ダイバーシティ経営の実現に
向け、女性の感性や能力を生かす
ための環境整備を進めてきました。
　育児中は８パターンから選べる
柔軟な勤務制度を導入し、ベビー
シッターやケアワーカーなど育児・
介護の経済的支援も充実させてい
ます。人材育成では本人の意欲を
尊重した能力開発を重視。能力の
段階に応じたキャリア開発のメニュ
ーを用意し、女性の管理監督者を
育成する研修も行っています。ま
た、入社10年前後の先輩と入社４
年目の若手をマッチングさせ現場
の課題解決につなげていくメンタ
ー制度がきっかけとなり、出産・育
児経験者を支援するメンター制度
も導入しました。育児経験者から
希望者を募り、懇談会などで早期
復帰に向けた社員の悩みに応えて
います。
　こうした取り組みの結果、平成３
年当時6.2年だった女性従業員の
平均勤続年数が現在は20年以上
になり、平成26年度には初めて男
性従業員を上回りました。女性の
登用も進み、課長職以上の女性比
率は平成22年の16％から平成26
年には23％になっています。これ
からも女性が活躍できる環境づく
りを進めていきます。

大阪市中央区

［主な業務］
百貨店事業、法人事業、通信販売事業
など

小売業

株式会社 髙島屋

従業員数9290人
うち女性6380人

女性管理職154人
女性管理職比率20%

髙島屋人事部
人事・採用育成担当次長
大町耕介さん

ダイバーシティ経営の
実現に向けて

て
平
成
20
年
に
課
長
に
昇
進
、
現
在
は
販
売

第
５
部
特
選
衣
料
雑
貨
の
セ
ー
ル
ス
マ
ネ
ジ

ャ
ー
を
務
め
る
。

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
社
内
制
度
が
充
実

　

女
性
従
業
員
が
多
い
百
貨
店
業
界
だ
が
、

マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
男
性
と
い
う
固
定
観
念
が
あ

る
の
か
、
名
刺
を
交
わ
す
と
戸
惑
わ
れ
る
こ
と

も
。
そ
ん
な
間
下
さ
ん
が
心
が
け
る
の
は
「
常

に
課
題
を
設
定
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
反
省
点

を
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
生
か
す
こ
と
」。
失
敗
を

繰
り
返
し
な
が
ら
も
、
自
分
の
可
能
性
に
挑

戦
す
る
こ
と
で
キ
ャ
リ
ア
を
高
め
て
き
た
。

　
会
社
の
魅
力
を
尋
ね
る
と
、「
ス
キ
ル
を

磨
く
多
彩
な
制
度
が
整
っ
て
い
る
こ
と
で
す

ね
」。
そ
の
一
つ
が
豊
富
な
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
１
回
限
り
の
セ
ミ
ナ
ー
か
ら
宿
泊
研
修

ま
で
、
担
当
業
務
や
経
験
年
数
な
ど
、
自
分

が
必
要
と
す
る
ス
キ
ル
に
応
じ
て
講
座
が
選

べ
る
。
間
下
さ
ん
も
、
社
内
外
で
開
催
さ
れ

る
能
力
開
発
講
座
「
商
い
塾
」
に
参
加
し
、

販
売
ス
キ
ル
や
幅
広
い
商
品
知
識
を
身
に
つ

け
た
。

　
平
成
19
年
に
バ
イ
ヤ
ー
に
。
日
々
の
仕
事

に
励
み
な
が
ら
、
よ
り
深
い
知
識
を
身
に
つ

け
る
た
め
愛
知
県
で
開
催
さ
れ
る
服
飾
人
材

の
育
成
講
座
を
受
講
。
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー

や
ラ
イ
バ
ル
の
百
貨
店
な
ど
全
国
か
ら
受
講

者
が
集
い
、互
い
に
切
磋
琢
磨
で
き
る
場
だ
。

２
泊
３
日
の
宿
泊
型
研
修
に
は
会
社
経
費
で

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
今
の
私
が
あ
る
の
も
会
社
の
お
か
げ
。

前
向
き
に
望
め
ば
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
社
内
風
土
に
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
間
下
さ
ん
。
バ
イ
ヤ
ー
時
代
の
一
番

の
思
い
出
は
有
名
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
に
連

日
通
い
続
け
、
関
西
初
と
な
る
ブ
ラ
ン
ド
出

店
を
成
功
さ
せ
た
こ
と
。
人
気
ブ
ラ
ン
ド
を

扱
う
シ
ョ
ッ
プ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
だ
っ
た
時
に
は

フ
ラ
ン
ス
に
も
買
い
付
け
に
出
か
け
、
現
地

で
パ
リ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
鑑
賞
。
世
界
の
最

新
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
動
向
を
販
売
商
品
に
も

い
ち
早
く
取
り
入
れ
て
き
た
。

　
「
自
分
の
選
ん
だ
世
界
の
ト
レ
ン
ド
が
店

頭
に
並
び
、
お
客
さ
ま
の
反
応
が
ス
ト
レ
ー

ト
に
返
っ
て
く
る
。
そ
れ
が
売
上
に
直
結
す

れ
ば
大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
」。

　

こ
れ
か
ら
社
会
に
飛
び
込
む
女
性
に
は

「
生
き
生
き
と
働
け
ば
、
職
場
環
境
も
き
っ

と
い
い
方
向
に
進
み
ま
す
。
社
員
と
し
て
だ

け
で
な
く
一
人
の
女
性
と
し
て
も
輝
い
て
ほ

し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
る
。
現
場
の
第
一
線

で
働
き
続
け
る
こ
と
。
間
下
さ
ん
自
身
の
夢

で
も
あ
る
。

憧
れ
だ
っ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
仕
事
に

　
髙
島
屋
大
阪
店
（
大
阪
市
中
央
区
）
２
階

の
サ
ロ
ン
ル
シ
ッ
ク
。
世
界
中
の
名
立
た
る

高
級
ブ
ラ
ン
ド
が
並
ぶ
。

　
「
最
近
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
効
果
も
あ
っ
て

売
上
は
順
調
で
す
」。

　
そ
う
語
る
の
は
セ
ー
ル
ス
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

間
下
真
代
さ
ん
。
朝
一
番
の
仕
事
は
フ
ロ
ア

を
回
り
、
各
店
舗
の
ス
タ
ッ
フ
と
声
を
交
わ

す
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
間
下
さ
ん
が
担
当
す

る
エ
リ
ア
に
は
髙
島
屋
の
社
員
の
ほ
か
、
取

引
先
か
ら
派
遣
さ
れ
た
ス
タ
ッ
フ
も
含
め
、

延
べ
60
人
が
勤
務
す
る
。
お
客
様
や
ス
タ
ッ

フ
の
生
の
声
を
聞
き
、
売
上
や
品
揃
え
を
確

認
す
る
の
も
管
理
職
で
あ
る
セ
ー
ル
ス
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
任
務
だ
。
お
客
様
を
も
て
な
す
た

め
の
教
育
も
行
う
。「
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
い
つ
も

気
遣
っ
て
く
だ
さ
る
の
で
フ
ロ
ア
の
雰
囲
気

が
良
く
、
と
て
も
働
き
や
す
い
職
場
で
す
」。

ス
タ
ッ
フ
の
ひ
と
り
が
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
中
高
時
代
は
大
流
行
し
た
Ｄ
Ｃ
ブ
ラ
ン
ド

に
熱
中
し
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
仕
事
が
憧
れ

だ
っ
た
と
い
う
間
下
さ
ん
。
昭
和
57
年
、
子

ど
も
の
頃
家
族
と
よ
く
出
か
け
た
髙
島
屋
に

入
社
。
以
来
、婦
人
服
一
筋
に
歩
ん
で
き
た
。

販
売
担
当
や
セ
ー
ル
ス
リ
ー
ダ
ー
な
ど
を
経

▲笑顔で設営にあたる間下真代さん（左）



経
営
課
題
と
し
て
女
性
活
躍

の
推
進
に
取
り
組
む

▲中央が猪塚良弘支店長

5

ら
融
資
を
扱
う
業
務
職
へ
の
職
域
拡
大
の
た

め
の
３
年
間
の
育
成
制
度
も
。
Ｏ
Ｊ
Ｔ
や
研

修
を
通
じ
て
、
優
秀
な
人
材
を
育
て
て
い
き

た
い
で
す
ね
」

― 

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
で

は
？

　
「
出
産
・
育
児
や
介
護
が
必
要
な
場
合
、

育
休
や
勤
務
時
短
を
取
り
入
れ
、
託
児
や
病

児
保
育
の
費
用
も
補
助
し
ま
す
。
転
勤
が
多

い
総
合
職
向
け
の
特
例
制
度
に
よ
り
、
転
居

を
伴
う
異
動
を
一
定
期
間
免
除
す
る
ほ
か
、

配
偶
者
の
転
勤
の
際
、
同
一
地
域
に
異
動
で

き
る
制
度
も
備
え
て
い
ま
す
」

 

女
性
活
躍
推
進
専
任
者
が

活
動
を
サ
ポ
ー
ト

―
休
業
者
向
け
の
サ
ポ
ー
ト
は
あ
り
ま
す
か
。

　
「
育
休
中
は
ど
う
し
て
も
孤
立
感
を
感
じ

 

新
卒
女
性
の
総
合
職
比
率
30
％
を

達
成

―
ど
ん
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

　
「
本
店
と
全
国
１
５
２
の
支
店
で
女
性
職

員
が
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
職
場
づ

く
り
を
め
ざ
し
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
、
仕
事
と

休
暇
を
両
立
す
る
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
支
援
、
職
員
の
積
極
的
な
活
躍
推
進

の
３
つ
を
柱
に
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
」

―
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
内
容
は
？

　
「
新
卒
の
女
性
総
合
職
採
用
比
率
30
％
を

目
標
に
設
定
。
毎
年
こ
れ
を
上
回
る
実
績
を

達
成
し
、平
成
27
年
は
4
割
を
超
え
ま
し
た
。

管
理
職
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
現
在
２
・

７
％
で
す
が
、
こ
れ
を
５
％
に
す
る
目
標
を

掲
げ
、
候
補
者
を
５
年
間
か
け
て
育
成
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
導
入
し
ま
し
た
。
事
務
職
か

 

ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
の
『
家
路
』
で

退
社
を
呼
び
か
け

―
大
阪
支
店
独
自
の
取
り
組
み
は
？

　
「
毎
朝
１
時
間
、
業
務
集
中
の
時
間
を
設

け
て
い
ま
す
。
こ
の
間
は
電
話
対
応
も
専
門

ス
タ
ッ
フ
が
行
い
、
他
課
と
の
交
渉
も
原
則

禁
止
。
打
ち
合
わ
せ
を
30
分
に
収
め
る
『
会

議
ダ
イ
エ
ッ
ト
』
も
導
入
し
ま
し
た
。
毎
週

水
・
金
は
『
ノ
ー
残
業
デ
ー
』
で
終
業
10
分

前
に
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
の
『
家
路
』
を
流
し
、

退
社
を
呼
び
か
け
ま
す
。
職
員
の
発
案
で
取

り
入
れ
た
の
で
す
が
、
音
楽
が
家
を
連
想
す

る
の
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
８
割
近
く
の
職

員
が
『
早
く
帰
る
よ
う
に
な
っ
た
』
と
回
答

し
、
大
き
な
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
業
務
の
効
率
化
や
ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ

･

バ
ラ
ン
ス
の
推
進
に
よ
り
、
女
性
だ
け
で

な
く
す
べ
て
の
職
員
が
働
き
や
す
い
環
境
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

ライフスタイルに応じた制度に感謝

中小企業営一事業総括課
坪田喜美子さん
　「２歳になる子どもがいます。育休中は上
司面談の機会を頂き、不安を随分と解消できました。復帰後は
退社を 30 分繰り上げ、その分家族と過ごす時間を増やしてい
ます。事務職から業務職になり責任が重くなりましたが、仕事
ができる時間が短い分、効率よく業務を進めるように心がけて
います。仕事に育児に忙しいけれど充実の毎日です」

自分のスキルを高める重要な場
近畿ブロック女性活躍推進専任者 
川口晃世さん
　「毎年度、各支店で女性活躍推進活動に関
する計画を立て、近畿ブロックアワードで成果を発表していま
す。優秀な取り組みを実施した支店は本店アワードに参加。年々
内容がレベルアップしており、取り組みが定着するようサポー
トするのも専任者の活動の一つです。専任者の活動期間は１年
限定ですが、自分の将来のキャリアを見つめる貴重な経験がで
きました」

て
し
ま
い
が
ち
。
こ
の
た
め
、
産
休
前
か
ら

育
休
復
帰
ま
で
に
上
司
面
談
や
情
報
提
供
を

定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
自
宅
に
い
な
が

ら
社
内
情
報
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
モ
バ
イ

ル
端
末
を
貸
し
出
し
た
り
、
社
内
メ
ー
ル
で

職
場
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ
る
よ

う
に
し
た
り
し
て
少
し
で
も
不
安
の
軽
減
に

努
め
て
い
ま
す
」

―
職
員
の
積
極
的
な
活
躍
を
進
め
る
た
め
の

　
取
り
組
み
は
？

　
「
本
店
と
全
国
10
支
店
に
支
店
長
を
委
員

長
と
す
る
女
性
活
躍
推
進
委
員
会
を
設
け
、

女
性
活
躍
推
進
専
任
者
が
支
店
の
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
大
阪
支
店
も
そ
の
一

つ
で
す
。
専
任
者
を
配
置
し
、
26
支
店
が
あ

る
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
を
主
導
す
る
役
割

を
担
い
、
各
支
店
に
お
け
る
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
」

従業員数7354人
うち女性1710人

女性で輝く実践企業６社

大阪市北区
［主な業務］
国民一般、農林水産業者及び中小企業者
向け業務等

金融業

株式会社
日本政策金融公庫 
� （大阪支店）

　
平
成
20
年
、
４
つ
の
政
府
系
公
庫
が
統
合
し
て
発
足
し
た
日
本
政
策
金
融
公

庫
は
重
要
課
題
と
し
て
「
女
性
活
躍
の
推
進
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ど
ん
な

成
果
が
出
て
い
る
の
か
。
大
阪
支
店
（
大
阪
市
北
区
）
の
猪
塚
良
弘
支
店
長
に

聞
い
た
。



女性で輝く実践企業６社

大阪市西成区
［主な業務］
 銅・スズ・ニッケルなどのメッキ業務

製造業

株式会社
センショー

国見理加さん

▲毎朝、スマイルウォーキングで挨拶をする
　池田麻貴さん（左端）

左から木下美優さん、堀内麻祐子社長、竹原沙紀さん
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従業員数48人
うち女性11人

朝
は
ス
マ
イ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
か
ら

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

　
午
前
９
時
。
工
場
の
生
産
ラ
イ
ン
が
動
き

始
め
る
と
、
営
業
部
の
池
田
麻
貴
さ
ん
の
元

気
な
声
が
響
く
。
大
阪
市
西
成
区
の
メ
ッ
キ

加
工
会
社
「
セ
ン
シ
ョ
ー
」。
池
田
さ
ん
ら

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

４
人
が
毎
朝
、
タ
ス
キ
姿
で
職
場
を
回
り
な

が
ら
率
先
し
て
挨
拶
を
す
る
。
社
内
の
士
気

を
高
め
よ
う
と
今
年
１
月
か
ら
始
ま
っ
た
ス

マ
イ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
だ
。

　
「
女
性
が
増
え
た
こ
と
で
職
場
の
雰
囲
気

が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
も
芽
生
え
、
会
社
に
も
い
い
刺
激
を
与

え
て
く
れ
て
い
ま
す
」。

　
堀
内
麻
祐
子
社
長
は
そ
う
語
る
。
社
長
就

任
時
の
平
成
23
年
当
時
、
女
性
社
員
は
わ
ず

か
２
人
だ
っ
た
が
、
平
成
26
年
か
ら
毎
年
新

卒
者
を
採
用
し
、
現
在
は
全
社
員
48
人
の
う

ち
11
人
が
女
性
だ
。
ほ
と
ん
ど
が
20
代
前
半

と
若
く
、
事
務
・
営
業
職
の
ほ
か
、
生
産
ラ

イ
ン
を
担
当
す
る
社
員
も
い
る
。

 

メ
ッ
キ
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
を

変
え
た
か
っ
た

　

女
性
社
員
を
増
や
し
た
理
由
を
尋
ね
る

と
、「
男
性
の
職
場
と
い
う
メ
ッ
キ
業
界
の

イ
メ
ー
ジ
を
変
え
た
か
っ
た
か
ら
」。
堀
内

社
長
自
身
、
建
設
会
社
に
勤
め
て
い
た
20
代

の
頃
、
周
囲
は
み
な
男
性
で
現
場
に
出
れ
ば

女
性
ト
イ
レ
も
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
体
験
が

企
業
風
土
を
変
え
る
動
機
に
も
な
っ
て
い
る

と
い
う
。

　
新
卒
女
性
を
採
用
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず

取
り
組
ん
だ
の
が
社
内
の
施
設
整
備
だ
っ

た
。１
階
の
共
用
ト
イ
レ
を
男
女
別
に
分
け
、

３
階
に
も
女
性
専
用
ト
イ
レ
と
更
衣
室
を
新

設
。
食
堂
も
フ
ロ
ア
を
拡
張
し
た
。
こ
の
取

り
組
み
は
女
性
社
員
の
仕
事
へ
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
２
年
前
に
は
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立

ち
上
げ
た
。
管
理
部
に
勤
務
す
る
入
社
２
年

目
の
木
下
実
優
さ
ん
が
制
作
を
担
当
し
、
会

社
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
も
お
し
ゃ
れ
な
デ
ザ
イ
ン

に
一
新
。
社
内
広
報
誌
の
編
集
や
得
意
先
向

け
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
作
成
も
受
け
持
ち
、

「
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
形
に
す
る
こ
と

が
で
き
、
日
々
仕
事
の
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
ま
す
」
と
木
下
さ
ん
。

職
場
改
善
の
４
委
員
会
を
発
足

　
ま
た
、
平
成
27
年
に
は
女
性
社
員
か
ら
の

提
案
で
社
内
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
委
員

会
の
ほ
か
、ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、チ
ェ
ン
ジ
（
課

題
提
案
）、
５
Ｓ
（
職
場
の
環
境
改
善
）
の

各
委
員
会
を
発
足
。
全
社
員
が
い
ず
れ
か
に

属
し
、
社
内
の
様
々
な
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
の
池

田
さ
ん
は
社
内
で
唯
一
の
女
性
営
業
部
員
で

も
あ
る
。「
お
客
さ
ま
に
い
ろ
ん
な
提
案
を

し
、
課
題
を
持
ち
帰
っ
て
技
術
担
当
者
に
伝

え
る
の
が
私
の
使
命
」
と
話
し
、
年
４
回
、

大
阪
や
東
京
で
開
催
さ
れ
る
展
示
会
で
は
自

社
の
広
報
も
担
う
。
堀
内
社
長
も
「
今
後
、

女
性
だ
け
の
営
業
部
隊
を
発
足
さ
せ
た
い
」

と
意
気
込
む
。

 

女
性
が
輝
け
る
職
場
が

会
社
の
ブ
ラ
ン
ド

　
生
き
生
き
と
働
く
女
性
た
ち
の
姿
は
男
性

社
員
に
も
刺
激
を
与
え
て
い
る
よ
う
だ
。
堀

内
社
長
が
打
ち
出
し
た
コ
ス
ト
削
減
の
課
題

に
対
し
、
あ
る
男
性
社
員
は
軍
手
や
ゴ
ム
手

袋
な
ど
の
消
耗
品
を
効
率
よ
く
使
う
た
め
の

回
収
箱
を
提
案
。
さ
っ
そ
く
具
体
化
さ
れ
、

工
場
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
生
産
ラ
イ
ン
を

担
当
す
る
入
社
８
年
目
の
国
見
理
加
さ
ん
は

「
自
分
が
会
社
に
入
っ
た
こ
ろ
に
比
べ
、
女

性
が
働
き
や
す
い
職
場
に
な
っ
て
き
た
こ
と

を
実
感
し
ま
す
」
と
話
す
。

　
「
将
来
的
に
は
男
女
の
社
員
比
率
を
対
等

に
し
た
い
」
と
堀
内
社
長
。
こ
れ
ま
で
の
自

身
の
経
験
か
ら
男
性
に
し
か
で
き
な
い
仕
事

は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
て
い
る
。「
女
性

が
輝
け
る
職
場
に
す
れ
ば
、
会
社
の
ブ
ラ
ン

ド
化
に
つ
な
が
り
ま
す
」
と
言
い
切
っ
た
。

女
性
の

や
り
が
い
を

形
に
し
た
い



大阪市北区

建設業

株式会社
ヤマダ・エスバ
イエルホーム

［主な業務］
住宅建設にかかる設計、施工など

女性で輝く実践企業６社

従業員数1099人
うち女性151人

女性管理職5人
女性管理職比率2.1%
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度
も
や
り
と
り
す
る
中
で
様
々
な
ア
イ
デ
ア

が
生
ま
れ
た
り
、
た
く
さ
ん
の
発
見
が
あ
っ

た
り
し
ま
し
た
。
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
ま
ず

キ
ッ
チ
ン
収
納
提
案
が
完
成
し
、
さ
ら
に
リ

ビ
ン
グ
、玄
関
、洗
面
の
４
つ
の
収
納
シ
リ
ー

ズ
が
こ
の
活
動
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

―
商
品
の
反
応
は
い
か
が
で
し
た
か
。

林　
新
し
い
展
示
場
に
私
た
ち
の
収
納
プ
ラ

ン
を
セ
ッ
ト
し
て
営
業
に
見
せ
た
時
、
最
初

の
反
応
は
イ
マ
イ
チ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
お
客
様
の
反
応
が
す
ご
く
良

か
っ
た
ん
で
す
。
こ
の
収
納
提
案
が
あ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
お
客
様
と
営
業
の
話
が
弾
む

き
っ
か
け
に
な
る
と
、
次
第
に
評
価
さ
れ
る

よ
う
に
。
新
築
の
契
約
で
採
用
さ
れ
る
だ
け

で
な
く
、
リ
フ
ォ
ー
ム
の
現
場
に
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。

菊
谷　
住
宅
祭
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
は
収
納

コ
ー
ナ
ー
に
た
く
さ
ん
の
人
が
来
ら
れ
ま
し

た
。「
こ
れ
便
利
ね
」
と
引
き
出
し
を
試
さ

れ
る
の
を
見
て
、自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

藤
井　
男
性
と
女
性
で
は
考
え
方
が
違
い
ま

す
。
家
に
い
る
時
、
女
性
は
子
ど
も
と
会
話

し
な
が
ら
ア
イ
ロ
ン
が
け
し
た
り
、
テ
レ
ビ

を
見
な
が
ら
メ
イ
ク
を
し
た
り
、
同
時
に
い

ろ
ん
な
こ
と
を
し
た
い
。だ
か
ら「
家
事
コ
ー

ナ
ー
」
で
は
な
く
、
リ
ビ
ン
グ
に
ア
イ
ロ
ン

や
化
粧
品
を
置
く
収
納
ス
ペ
ー
ス
が
欲
し
い

ん
で
す
。
最
初
は
女
性
社
員
が
集
ま
っ
て
何

　
女
性
に
と
っ
て
「
働
き
が
い
」

の
あ
る
職
場
を
作
ろ
う
。
ヤ
マ

ダ
・
エ
ス
バ
イ
エ
ル
ホ
ー
ム
で

は
、
平
成
18
年
に
「
女
性
活
躍

推
進
チ
ー
ム
」
が
発
足
し
、
女

性
の
意
見
を
活
か
し
た
商
品
開

発
や
「
く
る
み
ん
」
の
取
得
な

ど
様
々
な
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　
女
性
目
線
の
活
動
が
ど
の
よ

う
に
会
社
を
変
え
て
い
っ
た
の

か
。
チ
ー
ム
発
足
当
時
か
ら
参

加
し
て
い
る
安
部
文
子
さ
ん
、

林
三
知
代
さ
ん
、
藤
井
亜
矢
子

さ
ん
、
菊
谷
惠
子
さ
ん
と
、
人

事
面
で
チ
ー
ム
を
支
え
る
山
岸

真
唯
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

―「
女
性
活
躍
推
進
チ
ー
ム
」

　
が
で
き
た
背
景
は
？

安
部　
「
女
性
活
躍
推
進
チ
ー
ム
」
は
部
署

を
越
え
て
社
内
改
革
を
進
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
中
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
女
性
が
働
き

や
す
い
だ
け
で
な
く
、
働
き
が
い
の
あ
る
会

社
に
し
た
い
。
住
宅
メ
ー
カ
ー
で
は
男
性
が

多
い
の
で
す
が
、
住
宅
を
購
入
す
る
際
の
決

定
権
は
女
性
が
持
っ
て
い
る
こ
と
も
多
く
、

社
内
に
い
る
女
性
社
員
を
つ
な
い
で
会
社
全

体
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
ば
、
い

ろ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。

林　
活
動
の
一
つ
と
し
て
各
部
署
か
ら
年
齢

も
家
族
構
成
も
違
う
女
性
社
員
が
集
ま
り
、

商
品
開
発
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
女
性
な

ら
で
は
の
感
性
を
商
品
に
活
か
し
企
業
の
価

値
を
高
め
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
自
分
た
ち

の
暮
ら
し
の
中
で
一
番
身
近
で
不
満
の
多
そ

う
だ
っ
た
収
納
を
テ
ー
マ
に
キ
ッ
チ
ン
か
ら

取
り
組
み
ま
し
た
。
私
は
商
品
開
発
の
リ
ー

ダ
ー
役
だ
っ
た
の
で
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
り

ま
し
た
が
、
始
め
て
み
る
と
、
私
だ
け
で
は

絶
対
に
で
き
な
い
優
れ
た
も
の
が
で
き
る
と

感
じ
ま
し
た
。

藤
井　
当
時
は
結
婚
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
の

で
、
毎
回
こ
ん
な
も
の
が
あ
っ
た
ら
良
い
な

と
意
見
を
出
し
合
う
の
が
楽
し
く
て
。
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
ド
い
っ
ぱ
い
に
書
き
出
し
て
、
イ

メ
ー
ジ
を
具
体
化
し
ま
し
た
。

菊
谷　
私
は
子
育
て
真
っ
只
中
で
、
家
が
片

付
か
な
い
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
収
納
の
ア
イ
デ
ア
が
生
ま

れ
、
形
に
な
っ
て
い
く
の
が
面
白
か
っ
た
で

す
ね
。

林　
片
付
け
た
い
も
の
を
ど
う
す
る
か
。
具

体
的
な
レ
イ
ア
ウ
ト
の
ス
ケ
ッ
チ
を
作
っ
て

「
あ
あ
で
も
な
い
」「
こ
う
で
も
な
い
」
と
何

女
性
社
員
が
つ
な
が
り

働
き
が
い
の
あ
る
会
社
に
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念
日
休
暇
」
の
制
度
や
、
短
時
間
勤
務
を
小

学
３
年
ま
で
延
長
す
る
制
度
も
チ
ー
ム
の
発

案
で
実
現
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
が
急
に
熱

を
出
し
た
時
は
看
護
休
暇
を
活
用
。
私
は
自

分
の
仕
事
の
状
況
を
常
に
開
示
し
て
、
い
ざ

と
い
う
時
は
周
囲
に
協
力
を
求
め
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

山
岸　
活
動
の
成
果
も
あ
っ
て
、
平
成
27
年

に
３
度
目
の
「
く
る
み
ん
」
を
取
得
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
産
休
に
入
る
人
に
復
職
し
た

先
輩
マ
マ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
渡
し
た

り
。
イ
ク
メ
ン
を
増
や
す
た
め
に
男
性
の
育

休
取
得
者
の
体
験
談
を
集
め
て
発
信
し
た

り
、
地
道
な
取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

― 

女
性
活
躍
推
進
を
成
功
さ
せ
る

ポ
イ
ン
ト
は
？

林　
長
く
続
け
る
に
は
み
ん
な
が
楽
し
く
や

れ
る
こ
と
が
一
番
で
す
。
女
性
の
意
見
を
活

か
し
た
商
品
企
画
が
お
客
様
に
喜
ば
れ
、
社

内
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
活
動
し
や
す
く
な

り
ま
し
た
。

が
で
き
る
の
か
と
懐
疑
的
な
人
も
い
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
女
性
の
お
客
様
が
私
達
の

こ
だ
わ
っ
た
ポ
イ
ン
ト
に
共
感
し
て
く
だ
さ

る
の
を
見
て
、
女
性
の
視
点
を
商
品
に
取
り

入
れ
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
こ
と
を
わ

か
っ
て
も
ら
え
た
の
で
は
。

―
施
策
面
で
は
ど
ん
な
取
り
組
み
を
？

安
部　
女
性
活
躍
推
進
チ
ー
ム
で
「
く
る
み

ん（
※
１
）」取
得
を
め
ざ
し
た
い
と
提
案
し
、

男
性
も
育
休
を
取
得
し
や
す
い
よ
う
に
人
事

に
働
き
か
け
て
、「
育
休
の
最
初
の
３
日
間

有
給
制
度
」
が
で
き
ま
し
た
。

山
岸　
私
は
人
事
と
し
て
チ
ー
ム
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
総
務
人
事
統
括
部
長

名
で
各
部
門
の
責
任
者
宛
に
出
産
予
定
の
配

偶
者
が
い
る
社
員
リ
ス
ト
を
配
信
し
、
男
性

も
積
極
的
に
育
休
を
取
る
よ
う
に
勧
め
て
い

ま
す
。
女
性
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
産
休
・
育

休
を
効
果
的
に
使
い
、
復
帰
し
て
か
ら
は
短

時
間
勤
務
で
仕
事
を
続
け
て
い
ま
す
。

菊
谷　
家
族
と
の
時
間
を
大
切
に
す
る
「
記

安
部　
チ
ー
ム
が
発
足
し
た
時
に
、
各
部
署

の
上
長
に
兼
務
で
活
動
で
き
る
よ
う
お
願
い

し
ま
し
た
。
専
任
で
は
な
く
兼
務
だ
か
ら
こ

そ
各
部
の
情
報
が
わ
か
り
、
ア
イ
デ
ア
が
生

ま
れ
ま
す
。
10
年
の
間
に
は
メ
ン
バ
ー
の
異

動
な
ど
で
停
滞
し
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
す

が
、
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
を
使
っ
て
女
性
社
員

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
配
信
は
続
け
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
呼
ば
れ
た
り
メ
デ
ィ
ア
で
取

り
上
げ
ら
れ
た
り
と
、
社
外
か
ら
の
評
価
も

力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
女
性
自
身
が
特
性
を

活
か
し
て
働
き
続
け
た
い
と
思
い
、
周
り
と

つ
な
が
る
こ
と
で
良
い
空
気
が
生
ま
れ
、
働

き
が
い
の
あ
る
職
場
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

 

※
１　
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法

に
基
づ
き
一
定
の
基
準
を
満
た
し
た
企

業
は
、
申
請
に
よ
り
「
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
企
業
」
と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
の

認
定
（
く
る
み
ん
認
定
）
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

設計技術統括部
設計部設計推進課
女性活躍推進

チームリーダー
課長　安部文子さん

設計技術統括部
技術・商品開発部技術開発

商品開発課
係長　林三知代さん

経営企画室
主任　藤井亜矢子さん

管理本部総務人事統括部
山岸真唯子さん

大阪支店総務課
主任　菊谷惠子さん



渡邊弘子社長

柔
軟
な
短
時
間
勤
務
制
度
で

家
庭
と
仕
事
の
両
立
を
サ
ポ
ー
ト

　
私
が
20
代
で
当
社
に
入
っ
た
頃
は
ま
だ
男

性
社
会
で
女
性
の
意
見
を
聞
い
て
も
ら
え
な

い
時
代
で
し
た
。
長
く
働
き
続
け
る
女
性
も

ご
く
わ
ず
か
。
業
界
全
体
で
見
て
も
男
女
雇

用
機
会
均
等
法
が
機
能
し
て
き
た
の
は
90
年

代
後
半
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
女
性
が
出
産
や
子
育
て
で
仕
事
を
辞
め
て

し
ま
う
の
は
会
社
に
と
っ
て
も
本
人
に
と
っ

て
も
も
っ
た
い
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一

旦
辞
め
て
ブ
ラ
ン
ク
が
で
き
る
と
戻
る
の
は

大
変
で
す
。
子
ど
も
と
一
緒
に
い
ら
れ
る
時

間
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
間
は
仕

事
を
時
間
的
に
セ
ー
ブ
し
て
、
子
育
て
が
落

ち
着
い
た
ら
元
に
戻
せ
ば
い
い
。
私
は
出
産

視
点
を
生
か
し
て
」
と
言
い
ま
す
が
、
私
は

「
女
性
ら
し
さ
」
と
い
う
言
葉
は
嫌
い
で
、

人
に
よ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
男
前
」
の

女
性
も
い
れ
ば
繊
細
で
よ
く
気
の
つ
く
男
性

も
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
人
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
へ
の

対
応
で
す
ね
。
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
特
色
を

生
か
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
会
社
に
し
た

い
。
そ
れ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
付
加
価
値
の
高

い
も
の
を
提
供
し
て
い
く
会
社
の
基
盤
に
な

り
ま
す
。

後
７
週
間
で
復
帰
し
た
の
で
す
が
、
子
ど
も

が
小
さ
い
時
に
も
う
少
し
そ
ば
に
い
て
や
れ

ば
良
か
っ
た
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
だ

か
ら
社
員
に
は
無
理
せ
ず
仕
事
と
子
育
て
を

両
立
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
考
え
て
き
ま

し
た
。

家
庭
の
事
情
に
も
柔
軟
な
対
応

　
そ
の
一
つ
が
家
庭
の
事
情
に
応
じ
た
短
時

間
勤
務
制
度
で
す
。
毎
日
時
間
を
決
め
て
勤

務
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
都
度
、
出
退
勤

の
時
間
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
は
い
つ
ど
う
な
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
急
に
熱
を
出
し
て
出
勤
が
遅
れ
た
ら

柔
軟
に
対
応
し
、
通
常
勤
務
の
給
与
か
ら
そ

の
分
を
差
し
引
く
形
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
な
ら
有
休
を
使
わ
な
く
て
済
む

し
、
ボ
ー
ナ
ス
の
査
定
に
も
影
響
し
ま
せ

ん
。
女
性
だ
け
で
な
く
男
性
も
利
用
し
て
い

ま
す
。
新
年
度
か
ら
は
子
ど
も
の
定
期
健
診

の
た
め
に
仕
事
の
途
中
で
も
抜
け
ら
れ
る
よ

う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〝
制
度
の
効
果
〞
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム

　
ま
た
子
育
て
中
の
社
員
に
は
、
子
ど
も
が

18
歳
に
な
る
ま
で
毎
月
手
当
て
を
支
給
し
て

い
ま
す
。在
学
証
明
が
あ
れ
ば
大
学
や
短
大
、

専
門
学
校
に
通
っ
て
い
る
期
間
も
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。
こ
の
制
度
の
効
果
も
あ
る
の
か
、

最
近
、
社
内
は
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
で
３
人
目
、

４
人
目
と
い
う
人
が
多
い
ん
で
す
。

　
一
昨
年
は
社
内
に
倫
理
委
員
会
を
作
り
ま

し
た
。
各
部
署
の
主
任
ク
ラ
ス
が
中
心
に

な
っ
て
、
パ
ワ
ハ
ラ
や
マ
タ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ

ラ
が
な
い
か
リ
サ
ー
チ
し
、
報
告
を
上
げ
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
社
員
の
採
用
や
登
用
は
男
性
、
女
性
に
関

係
な
く
フ
ラ
ッ
ト
に
行
い
ま
す
。「
女
性
の

　
八
尾
市
の
富
士
電
子
工
業
は
、
独
自
の

制
度
を
取
り
入
れ
、
家
庭
と
仕
事
の
両
立

支
援
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
渡
邊
弘
子
社

長
に
働
き
や
す
い
会
社
づ
く
り
に
つ
い
て

伺
っ
た
。

女性で輝く実践企業６社

大阪府八尾市
［主な業務］
 自動車部品・機械部品等の焼入受託加
工や焼入装置

製造業

富士電子工業
株式会社

　
転
職
に
よ
り
２
年
前
に
同
社
に
入
社

し
た
紙
井
秀
典
さ
ん
。
昨
年
３
月
に
４

人
目
が
生
ま
れ
た
時
、
１
週
間
の
育
休

を
取
っ
た
。
そ
の
後
も
子
ど
も
た
ち
の

食
事
や
入
浴
の
た
め
に
必
要
に
応
じ
て

短
時
間
勤
務
を
利
用
。

　
「
前
の
会
社
の
時
は
あ
ま
り
育
児
に

参
加
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
妻
か
ら
は

３
人
目
ま
で
よ
り
楽
だ
っ
た
と
感
謝
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
も
妻
の
仕
事
が
忙
し

い
時
や
体
調
が
悪
い
時
に
は
私
が
子
ど

も
た
ち
の
世
話
を
で
き
る
の
で
夫
婦
と

も
安
心
し
て
働
け
ま
す
。
一
番
あ
り
が

た
い
の
は
、
私
が
子
育
て
に
積
極
的
に

関
わ
る
こ
と
で
家
族
円
満
に
暮
ら
せ
る

こ
と
で
す
」
と
、
紙
井
さ
ん
は
笑
顔
で

語
る
。

女性管理職２人（1.6％）

従業員数123人
うち女性18人

女性管理職2人
女性管理職比率6.6%

営業部営業課
紙井秀典さん

「子育てに積極的に関わる
 ことで家族円満です」

▲製造部や総務部など様々な部署で女性が力を発揮している

9
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職場の働き方を見直すことで、優秀な人材が働き続けることができるだけでなく、効率的に業務を進める
きっかけにもなります。各企業の実際の取り組み事例を 4つの柱でまとめました。

女性も男性もいきいき働く職場環境づくりのために

女性の採用拡大・能力開発
● 営業や理工系技術者など女性が少ない職種や職場に、女性を積極的に
採用する。

● 女性向けの会社案内を作成するなど、女性の活躍を期待していること
をアピールする。

● 女性の能力発揮を促進するための担当部署やプロジェクトチームなど
を設置する。

● 能力開発、人材育成を目的とした研修に女性を積極的に参加させる。

● 部署、年齢、職階などの異なる女性が集まる交流の機会を設ける。

● 知識や経験の豊かな先輩（メンター）が後輩女性に対してサポートす
る「メンター制度」を設ける。

女性の職域拡大・管理職登用
● 女性がこれまでいなかった（又は少ない）職種や職場へ、女性を積極
的に配置する。

● 女性が扱いやすい機械を導入するなどハード面の環境を整備する。

● 女性管理職の登用促進に関する数値目標を設定する。

● 女性管理職育成プログラムや研修を実施する。

● 社内外の手本となる女性管理職（ロールモデル）や経営者との意見交
換会を実施し、女性の意欲を向上させる。

男性の理解促進
● 管理職男性や同僚男性に対し、女性の能力発揮の重要性についての啓
発や研修を行う。

● 女性社員への過度な配慮や性別の違いによる先入観を払拭するための
研修を行う。

① 女性の能力活用

できることから始めてみませんか

育児・介護関係
● 法定以上の期間の休業の付与や看護休暇、学校行事参加のための休暇
など、育児・介護のための独自の休業・休暇制度を設ける。

● 育児・介護休業中に給与の一部や手当を支給する。

● 育児・介護休業の取得者が出た場合に業務上の影響を少なくするよう、
非常勤等の人員措置や業務分担の見直しを行う。

● 休業中の情報提供や復帰前面談など、休業者が職場復帰しやすいよう
配慮した取り組みを行う。

● 事業所内に託児・保育施設を設置する。

ワーク・ライフ・バランス関係
● 短時間勤務、フレックスタイム、在宅勤務など、柔軟な働き方ができ
る制度を導入する。

● 半日又は時間単位の有休の取得制度や、年次有休の積立て制度を導入
する。

● 地域限定の転勤に加え、配偶者の転勤に配慮した転勤を行う。

● 本人の実情や希望に応じて、正社員からパートへ、パートから正社員
へなど雇用形態を変更できる制度を設ける。

● 資格取得や健康維持・増進活動参加、社会貢献のための休暇や助成金
の付与制度を設ける。

● 定時退社や有休取得の促進など、長時間労働防止のための取り組みを
行う。

③ 仕事と家庭の両立支援

④ 働きやすい職場づくり
● セクシュアル・ハラスメント（セクハラ）防止のための研修や啓発を
実施するほか、セクハラ相談窓口（社内・社外）を設置する。

● 勤務時間、勤務地、担当業務など、従業員の意欲や希望を反映するこ
とができる制度を設ける。

● 従業員から仕事や就業環境についての意見や要望を聴き、改善につな
げる仕組みを作る。

● 従業員家族に職場を開放し、家族と職場の交流を図る職場参観を実施
する。

● 配偶者が出産する際の有休取得促進や、配偶者出産後の特別休暇を制
度化する。

● 男性の育休取得を促進するため、育休制度についてポスターや冊子を
作成し、周知する。

● 子どもの学校行事参加のための特別休暇など、男性の育児参加を促進
する制度を導入する。

● 男性の育休取得を特別視しない職場風土を醸成する。

● 企業のトップが男性の育児参加支援の姿勢を明確にし、社内及び対外
的にアピールする。

② 男性の育児参加支援
育休は、原則として子が１歳に達する日までの連続した期間、男
女の労働者が取得できます。

●パパ・ママ育休プラス
　�父母がともに育休を取得する場合は、子が１歳２か月に達する日ま
での間取得できます。（ただし、父母１人ずつが取得できる期間の
上限は、父親は１年間、母親は 出産日・産後休業期間を含む１年間）

●�妻が専業主婦や育休中であっても、夫も育休を取得することができ
ます。

　詳しくは、�
　HPイクメンプロジェクト　http://ikumen-project.jp/

ご存知ですか？育休は男性も取得できます！
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　子どもが３歳まで取得可能な育休制度や、
小学校１年生まで勤務時間短縮が可能な育児
勤務選択制度を整備。産休・育休取得者への
会社情報の提供や休職者同士の交流の場を設
け、復職準備のための支援を行っています。
　復職者研修では、産休・育休経験者の日々
の活動の発表をもとにディスカッションを行
います。研修の内容は上司やチームメンバー
も共有。育休や時短勤務を自己成長の機会と
とらえ、それぞれの強みを発揮できる働きや
すい職場づくりに生かしています。
　また家族を介護しながら仕事を続けられる
ように介護休業制度や介護勤務選択制度も整
えています。 （人事部　松本陽子さん）

株式会社 公文教育研究会
（大阪市淀川区）

サービス業（教育）

従業員数　女性 1122人　男性 845人

職場全体で復職をサポート

　当社では、グローバルに事
業を展開するには女性の活躍
が不可欠という考えのもと、
平成 12年に「女性活躍推進
室」（現ダイバーシティ推進
室）を設置。以来、「新卒総
合職の女性採用比率 30％以
上」を掲げ、通年で目標を達
成しています。在宅勤務や短
時間勤務などフレキシブルな働き方ができる制度を整
え、再雇用制度、配偶者海外転勤同行休職制度等で継続
雇用を支援しています。また、男性が育休を取得しやす
いように、本人と上司に出産情報を得たタイミングで個
別メールをしています。
　当社の代表取締役社長は、内閣府の「輝く女性の活躍
を加速する男性リーダーの会」の行動宣言に賛同してい
るほか、NPO法人ファザーリング・ジャパンが主唱す
る「イクボス企業同盟」にも加盟しています。「女性の
活躍が不可欠」という経営トップの強い思いで、さらな
るダイバーシティ推進に取り組みます。
 （人事総務部ダイバーシティ推進室長　日高乃里子さん）

帝人 株式会社
（大阪市中央区）

製造業（合成繊維の製造・加工・販売など）

従業員数　女性 1432人　男性 6142人

イクボス宣言。
トップダウンで女性活躍を推進

　女性や障がい者、シニア世代など多様な人材活用をめざし、平成 26年に社
長直轄の「ダイバーシティ推進プロジェクト」を発足。男性中心の物流業界の
イメージを払拭すべく女性新卒者を積極的に採用し、職域の拡大を図るため「エ
リア総合職」も導入し、女性も物流業界で活躍することができる仕組みを作っ
ています。
　社内では女性活躍の取り組み事例などの情報を掲載した「ダイバーシティＮ
ＥＷＳ」を配信するとともに、社内報で頑張る女性社員をクローズアップし、
企業風土の醸成を図っています。また、男女とも育児や介護をしながらでもバ
ランス良く働くことができる積立有休制度を導入。育休から円滑に職場復帰が
できる環境を整備しています。 （総務部人事グループ　有馬未来さん）

大和物流 株式会社
（大阪市西区）

運輸業

従業員数　女性 244 人　男性 1366人

女性活躍の
取り組み事例を発信

　お菓子の製造・販売会社ということで全社的に女性が多く、女性が活躍する
社風があります。接客研修など女性の能力開発や人材育成を目的とした研修を
積極的に実施しています。上司が部下を評価するだけでなく、自分・上司・部下・
同僚の全員が全員を評価する「360 度評価」を採用し、公平な人事評価を行っ
ています。
　工場は男性が多いのですが、商品開発や企画、店舗運営など多くの業務で女
性が活躍しています。販売店のスタッフは店長を含めてほとんどが女性です。
女性は丁寧な接客や包装などこまやかな対応ができると評判がいいんです。複
数の店舗で経験を積み、優秀な人は管理職として登用。採用から数年で店長に
なる人もいます。 （総務部　石倉由記子さん）

株式会社 青木松風庵
（泉南郡岬町）

製造・小売業（和菓子・洋菓子の製造・販売）

従業員数　女性 322人　男性 74人

企画や営業、店舗運営など
多方面で女性が活躍

　平成 23年から経営トップ直轄のプロジェクトとして女性の活躍推進を実行
しており、管理職と女性社員の意識改革、女性管理職の育成の加速、育休から
の早期復帰支援に取り組んできました。
　平成 27年度からは、女性管理職候補者の計画的な育成のため、部門ごとの
「女性フィーダー（育成）ポジション」の設定や「スポンサー制度」「メンター制度」
の導入、将来の幹部をめざす人を対象とした「女性版若手チャレンジプログラ
ム」を実施。平成 32年度末までに女性管理職数・率を、平成 27年の 3 倍強
にあたる 100 人、10％とする目標を設定し、従来にないスピードで管理職の
育成に取り組んでいます。
 （人事本部 ダイバーシティ推進グループ 担当課長　今西亜裕美さん）

ダイキン工業 株式会社
（大阪市北区）

製造業（空調・冷凍機の製造・販売など）

従業員数　女性 1194人　男性 6871人

女性管理職を 5年で 3倍に

　住宅リフォーム
業界はどうしても
拘束時間が長い傾
向にあり、育児中
の女性の就労が難
しいと言われま
す。そこで当社で
は、子どもが学校
に行っている間だ
け働ける超時短型就労システムや、育休後の
女性の職場復帰をしやすくするため、正社員
の条件を満たす就労時間を短縮した「時短正
社員制度」を導入しています。 
　当社はリフォーム業界でも有名な女性営業
職が活躍し、デザイン部門で数々の受賞歴を
持つ女性インテリアコーディネーターも在
籍。専務をはじめ、次長や課長などの要職で
も女性がいきいきと働いています。女性の更
なる活躍をめざし、この環境をさらに充実さ
せていきます。（経営管理本部経営企画部　
　 人財開発課　藤本展州さん）

株式会社 ＣＯＮＹＪＡＰＡＮ
（大阪市中央区）

サービス業（住宅リフォーム・新築など）

従業員数　女性 79人　男性 169人

超短時間勤務システムを導入

「男女いきいき・元気宣言」ホームページでは、登録事業者（約 300社）の具体的な取り組みを多数掲載しています。　   大阪府　男女いきいき 検 索 http://www.pref.osaka.lg.jp/danjo/ikiiki2013/index.html

　社内で女性の活躍を推進するため、平成 22年にホシザキグループ全体で
「女性かがやきプロジェクト」を発足し、様々な取り組みを進めています。そ
の一つが職域を拡大することで女性の採用人数を増やし、新卒採用時の女性の
割合を 30％にする目標です。6年前には２人だった女性の営業職は 15人に
まで増えました。また、産休育休取得者への支援（休業中の社内情報の提供・
育休復帰前の事前面談の実施など）を行うことで、育休取得率は過去 5年で
100%になっています。また、各営業所のトイレやロッカー室などの職場環
境の改善も行っています。
　さらに、社員の働きやすい環境づくりとワークライフバランスの取れた会社
をめざし、ES（社員満足）向上委員会も立ち上げました。有休や５日連続の
リフレッシュ休暇の取得、週１回の定時退社を奨励し、有休の取得率は 57％
まで向上しています。 （総務課　久保千里さん）

ホシザキ京阪 株式会社
（大阪市中央区）

卸売業（厨房機器の販売・メンテナンスなど）

従業員数　女性 85人　男性 463人

女性かがやきプロジェクトで
女性の職域を拡大
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　人材を育成するこ
とが経営の根幹と考
えており、個人の能
力や適性に応じて男
女の別なく配置し、
営業職など男性の多
い職域にも女性の登
用を進めています。
　女性社員が出産や
育児のために離職したり、キャリアが途切れる
ことのないよう柔軟に対応。社員が育休を取る
場合、同じ部署全員で職務分析を行い、役割分
担の見直しを行います。ルーチンワークはパー
ト社員に依頼するなど、職務再編や作業効率化
を図る良い機会になっています。年収が 130
万円を超えるパート社員に対して、発生した社
会保険料の本人負担分を会社が補助する制度を
導入。パート社員の向上意識のアップにつなが
り高いレベルの業務を任せられるようになりま
した。 （代表取締役社長　栗原清一さん）

クリロン化成 株式会社
（大阪市東淀川区）

製造業（複合フィルムの製造販売）

従業員数　女性 56人　男性 105人

育休を機会として業務を改革

　仕事と家庭の両立支援を目的に、平成 27年度から新たな取り組みを導入し
ています。まず介護休業の通算日数を 120日に拡大し、それぞれのケースに
あわせて利用しやすいように労働日単位での分割取得を可能にしました。また、
積立年休の制度も新設し、失効する年次有休を最大 40日分まで積み立てるこ
とができるようになりました。
　総労働時間の削減にも全社を挙げて取り組んでいます。始業時・終業時の社
内アナウンスで定時退社を呼びかけているほか、毎週水曜日を「ＮＯ残業デー」
に設定し、会社と組合で終業後に職場の見回りを実施しています。労使が一体
となって、総労働時間の削減に力を注いでいます。今後もワークライフバラン
スの実現に向けて、様々な施策を考え、働きやすい職場環境づくりをしていき
たいと思います。� （人事部　片山真喜子さん）

モリト 株式会社
（大阪市中央区）

卸売業（ハトメ・ホックなどの製造・販売）

従業員数　女性 107 人　男性 179 人

全社を挙げて
“総労働時間の削減”を促進

　企業の成長には、経営者と社員、家族が理解しあい、風通しを良くすること
が大切です。毎年、社員の家族を会社に招待する「天晴（あっぱれ）カーニバ
ル」というイベントを開催。入学・卒業式や運動会、参観日といった子どもの
行事、介護業務は優先して休暇を取得できる社風があります。
　社員の能力を生かす経営を実践。語学堪能な女性社員の発案で、女性だけの
営業部隊でウェブを活用した海外向けサービスを展開。顧客のニーズをすくい
取るきめ細かな対応が評価され、これまで 15％だった海外取引率が 30％ま
でアップしました。
　女性活躍で大事なのは制度より風土。これからも男女の別なく優秀な人材を
採用し、登用していきます。� （代表取締役社長　樋口友夫さん）

株式会社 天彦産業
（大阪市住之江区）

卸売業（特殊鋼・ステンレスなどの加工販売）

従業員数　女性 10人　男性 28人

経営者と社員、
家族が理解しあう会社

　社員が出産や育児で退職してしまうのは貴重な人的資産を失うこと。生涯働
いてもらえるように仕事と家庭の両立を支援しており、男女とも育休取得を推
奨。育休中は社内行事や仕事の情報を提供し復帰後の不安を解消するなど、社
員の復帰をサポートしています。小学 1年生までの時短勤務制度もあり、育
休からの復帰はなんと 100％。育児のスキルは仕事にも役立ちます。育休を
取った社員は皆、人間的にも大きく成長して帰ってきます。
　社員の子どもを対象にした会社参観日や社員誕生会、家族連れの社員旅行を
しているのは、一人ひとりの社員を理解し支える応援体制を会社の中にも外に
も作っておくため。そういった企業風土の醸成と柔軟な制度運営が女性の働き
やすさにつながると考えています。 （代表取締役社長　生駒京子さん）

株式会社 プロアシスト
（大阪市中央区）

サービス業（ＩＴ関連）

従業員数　女性 33人　男性 107人

ライフイベントを共有し
両立を支える

　かつては男性社員の多い会社でしたが、平成 22年以降、女性を積極的に採
用する方針を決め、今では総合職採用の約半数が女性です。30代前後の働き
盛りで退職されるのは会社にとっても大きな損失です。出産や子育て期の女性
が働き続けられるように、産休・育休取得者には出産前・休業終了前、復帰後
に、本人と上司、人事担当者で３者面談を実施し、仕事と家庭の両立を支援し
ています。
　また、女性が能力を発揮し活躍できるように女性社員と管理職を対象にした
研修を実施。女性役職者はまだ少ないのですが、平成 30年度には 10人程度
にしたいと考えています。
　午後８時の自動消灯などで残業を防ぎ、ライフ・ワークバランスの推進にも
力を入れています。 （総務人事部　山坂麻衣子さん）

大建工業 株式会社
（大阪市北区）

製造業（住宅用建材、設備機器の製造・販売など）

従業員数　女性 373人　男性 1642人

３者面談で
仕事と子育ての両立をサポート

　女性の採用を積極的に進
めるとともに、女性が働き
続けられる環境を整備。法
定を上回る小学３年までの
子どもを養育する場合の短
時間勤務制度をはじめ、出
産や育児に伴う制度が充実
しているので、育休からの
復職率は毎年 100％を達
成しています。さらに、平成 27年に立ち上げた未来
塾（ＷＬＢ：ワークライフバランス）では、塾生とし
て集まった各部門のメンバーが「男女がいきいきと働
ける会社とは」をテーマに、ワークライフバランスの
推進について検討を重ねています。
　多彩な人材がいるのも当社の特長。女性社員の中に
は国内トップレベルの陸上選手が在籍しており、自身
の経験を基に子どもたちに夢や希望を伝える講演活動
も行っています。社員の能力をフルに発揮することに
より、すべての社員が幸せになれる組織づくりをめざ
しています。
� （ワークライフバランス推進室長　鹿本真由さん）

株式会社 ミライト・テクノロジーズ
（大阪市西区）

建設業（ＩＣＴソリューション、通信設備事業など）

従業員数　女性 84人　男性 1059人

個々の能力を発揮できる環境を整備

　知的障がい者やホー
ムレスの方を雇用す
る「ダイバーシティ経
営」を推進し、社員の
適性を踏まえ、働きや
すい職場づくりをして
います。業務内容も清
掃・ビルマネジメント
から公園管理事業に拡
大し、造園業務に携わる専門職として女性を積極
的に採用しています。
　また、職場環境への顧客の理解を得るため、園
芸福祉活動も積極的に展開。園芸療法士の女性社
員はアメリカでこの資格を取り、精神障がい者向
けの社会生活適応訓練事業の受け入れを担当して
います。社内では従業員同士互いにフォローでき
る雰囲気ができているので、子どもの病気や学校
行事などで休暇が必要な場合も柔軟に対応。管理
職が率先して声かけを行い、定時退社や有休の取
得を促進しています。
 （専務取締役　福田久美子さん）

株式会社 美交工業
（大阪市西区）

サービス業（清掃･ビルマネジメント、公園管理業務など）

従業員数　女性 66人　男性 85人

ダイバーシティ経営を推進

「男女いきいき・元気宣言」ホームページでは、登録事業者（約 300社）の具体的な取り組みを多数掲載しています。　



ＯＳＡＫＡ女性活躍推進会議を設置しました

大阪労働局からのお知らせ 女性活躍推進法がスタートしました

 

女性が輝く ＯＳＡＫＡ行動宣言 

 

  

私たちは、男女が持てる力を存分に発揮し、あらゆる分野で 

活躍できる元気な大阪をめざし、次のことに連携して取り組んでいく 

ことを宣言します。   

 

１ 女性が社会の中でいきいきと活躍できるよう、機運醸成や組織  

トップをはじめとした意識改革に取り組みます。 

２ 女性自らが意欲や意識を高め、その能力を発揮することができる 

よう、女性のキャリア形成支援や就業機会の提供に取り組みます。 

３ 男女が共に仕事と家庭の両立ができるよう、働きやすい職場  

環境づくりに取り組みます。 

  

平成２７年９月１１日 

 

ＯＳＡＫＡ女性活躍推進会議 

 

　男女が持てる能力を十分に発揮し、あらゆる分野で活躍できる社会の実現に向
けて、オール大阪で女性の活躍推進の機運を盛り上げるために「ＯＳＡＫＡ女性
活躍推進会議」を平成 27年７月 30日に新たに設置しました。９月 11日には、
会議の構成団体が一堂に会する記念イベントを開催し、オール大阪で女性の活躍
推進の機運を盛り上げるため、「女性が輝くＯＳＡＫＡ行動宣言」を発表しました。

構成団体　大阪商工会議所、大阪府、大阪労働局、公益社団法人関西経済連合会、近畿経済産業局、
　　　　　日本労働組合総連合会大阪府連合会、特定非営利活動法人南大阪地域大学コンソーシアム

ＯＳＡＫＡ女性活躍推進会議 検 索

採用活動や人材定着に向けた中小企業の取り組みを支援します！
　「人が定着しない」「採用コストがかけられない」「社員のスキルアップを望んでい
る」等の課題に対して、「中小企業支援センター」が、様々なセミナーや面接会の開催、
人材紹介、採用後の定着・育成のための人事・給与制度や社風作りまで、各社の人
材ニーズに合わせてトータルでサポートします。

「ひと」と「企業」をつなぐ就業支援施設 OSAKAしごとフィールド

大阪市中央区北浜東 3-14　エル・おおさか本館 2・3階
【ホームページ】http://shigoto�eld.jp/　【お問い合わせ】℡ 06-4794-9198
【利用時間】月～金 9:00 ～ 20:00（受付は 19:00 まで）／土 9:00 ～ 16:00（受付は 15:00 まで）／休館日 日・祝日・年末年始

❶ 自社の女性の活躍状況の把握・課題分析
❷  ①の状況把握・課題分析に基づき、女性の活躍推進に向けた数値目標、
取組内容、取組の実施時期、計画期間を盛り込んだ行動計画の策定

❸ 策定した行動計画の社内周知、外部公表
❹  一般事業主行動計画策定・変更届の都道府県労働局への届出
❺  自社の女性の活躍に関する情報公表

　常時雇用する労働者が 300人以下の事業主については上記❶～❹が努
力義務とされていますが、規模にかかわらず、個々の事業主の課題に応
じて積極的に取り組みましょう。

　「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」（女性活躍推進法）
に基づき、常時 301人以上の労働者を雇用する事業主は、次の❶～❺を
行うことが、義務づけられています。

　行動計画の策定・届出
を行った企業のうち、女
性の活躍推進に関する取
組の実施状況等が優良な
企業は、都道府県労働局
への申請により、厚生労
働大臣の認定を受けるこ
とができます。
　認定は、評価項目を満
たす項目数に応じて３段
階あり、認定を受けた企
業は、厚生労働大臣が定
める認定マークを商品な
どに付することができま
す。

認定マーク「えるぼし」

１段階目

２段階目

３段階目

女性活躍推進法の詳細は、厚生労働省ホームページ「女性活躍推進法特
集ページ」をご覧ください。
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000091025.html
【お問い合わせ】大阪労働局雇用環境・均等部指導課 ℡ 06-6941-8940
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女性のための総合相談

労働に関する相談

労働相談をはじめとした職場のトラブル解決に向けたサポート、労働に関する情報提供などにより、労働に関する総合的なサービスを提供してい
ます。労働相談では、働く上で、困ったことや、人事・労務管理上の問題についての相談に応じています。また、必要に応じ、弁護士・社会保険
労務士による特別労働相談も予約制で受け付けています。

大阪府総合労働事務所

総合的な相談・情報提供を行っています。
【お問い合わせ】 総合労働相談ダイヤル　 0120-939-009 または ℡ 06-7660-0072

（フリーダイヤルは大阪府外及び携帯電話・IP電話等からはご利用になれません）
【  利 用 時 間  】月～金　９：00～ 18：00（土・日・祝日・年末年始休み）

大阪労働局　総合労働相談 （総合労働相談コーナー）

【利用時間】
月～金　９：00～ 17:00（土・日・祝日・年末年始休み）

各労働基準監督署内  総合労働相談コーナー
男女雇用機会均等法、女性活躍推進法、育児・介護休業法、次世代育成
支援対策推進法及びパートタイム労働法等についての相談
【お問い合わせ】℡ 06-6941-8940
【  利 用 時 間  】月～金　８：30～ 17：15（土・日・祝日・年末年始休み）

大阪労働局　雇用環境・均等部　指導課

ＤＶについての相談（配偶者暴力相談支援センター）

名　　称 電話番号 住     所 労働相談利用時間

大阪府総合労働事務所
労働相談専用 06-6946-2600
セクシュアルハラスメント相談専用 
 06-6946-2601

大阪市中央区石町 2-5-3 
エル・おおさか南館３階

月～金　９：00 ～17：45
※ 夜間相談は毎月第１、２、３、５木曜日 
（20：00まで）

大阪府総合労働事務所 
南大阪センター

代表・労働相談 072-273-6100
セクシュアルハラスメント相談専用
 072-273-6321 

堺市西区鳳東町 4-390-1 
泉北府民センタービル２階

月～金　９：00 ～17：45
※ 夜間相談は毎月第４木曜日 
（20：00まで）

施 設 名 相談内容 電話番号 受付時間 休 館 日

大阪府女性相談センター ストーカー被害、夫婦・家庭内のトラブル、対
人関係の悩みなどの女性相談に応じています

06-6949-6022
06-6946-7890

９：00～ 20：00 祝日・年末年始

大阪府立男女共同参画・
青少年センター
（ドーンセンター）

家庭・社会・職場などで女性が出会う様々な悩
みの相談に応じています

相談専用電話
06-6937-7800

【火～金】 
17：00～ 20：00
【土・日】

10：00～ 16：00

月・祝日・年末年始

施　設　名 電話番号 受付時間 休館日等

大阪府女性相談センター

06-6949-6022
06-6946-7890 ９：00～ 20：00 祝日・年末年始

夜間・祝日ＤＶ電話相談
06-6946-7890 上記以外の時間

中央子ども家庭センター 072-828-0277 （DV専用）

９：00～ 17：45 土・日・祝日・年末年始

池田子ども家庭センター 072-751-3012 （DV専用）

吹田子ども家庭センター 06-6380-0049 （DV専用）

東大阪子ども家庭センター 06-6721-2077 （DV専用）

富田林子ども家庭センター 0721-25-2065 （DV専用）

岸和田子ども家庭センター 072-441-7794 （DV専用）

大阪市配偶者暴力相談支援センター 06-4305-0100 （DV専用） ９：30～ 17：00 土・日・祝日・年末年始

堺市配偶者暴力相談支援センター 072-228-3943 （DV専用） ９：00～ 17：30 土・日・祝日・年末年始

すいたストップ DVステーション 06-6310-7113 （DV専用） ９：00～ 17：30 土・日・祝日・年末年始

枚方市配偶者暴力相談支援センター「ひらかたＤＶ相談室」 050-7102-3232 （DV専用） ９：00～ 17：30 土・日・祝日・年末年始

茨木市配偶者暴力相談支援センター 072-622-5757 （DV専用） ９：00～ 17：00 日・祝日・年末年始
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配偶者等からの殴る、蹴るといった身体的暴力のほか、精神的な暴力も含め相談、各種情報提供などを行います。
※緊急時は 110番へ。最寄りの警察署及び市町村福祉事務所においても、配偶者からの暴力に関する相談に応じています。



「男女いきいき・元気宣言」
事業者に登録しませんか

　大阪府は、「女性の能力活用」や
「仕事と家庭の両立支援」など、働
く場における男女共同参画に向け
た取り組みを進め、男性も女性もい
きいきと働くことのできる元気な
企業・団体をめざしてがんばってい
るみなさんを、「男女いきいき・元
気宣言」事業者として登録し、その
取り組みを応援しています。

府民文化部　男女参画・府民協働課
〒 559-8555 大阪市住之江区南港北 1-14-16（大阪府咲洲庁舎 38階）
TEL 06（6210）9321／ファックス 06（6210）9322
メールアドレス：danjo-fumin@sbox.pref.osaka.lg.jp

平成 28年 3月発行

ホームページから応募用紙をダウンロードしていただけます。
http://www.pref.osaka.lg.jp/danjo/ikiiki2013/index.html

大阪府　男女いきいき

大阪府知事の登録証を発行します

「男女いきいき・元気宣言」事業者として、府のホームペー
ジや冊子などを通じて、広く府民に紹介するほか、登録
事業者向けの講座や研修など、取り組みの促進に役立つ

情報をメールでお知らせします。また、大阪府が提供する登録事業
者のシンボルマークを、名刺やホームページ等に使用していただけ
ます。さらに、大阪府提携の融資をご利用いただけます！
「おおさか男女いきいきサポートローン」（商工中金）
「エコビジョン・ダイバーシティ・カンパニー」融資制度（りそな銀行）

登録すればどんなメリットがありますか？Ｑ
Ａ

大阪府内に事業所があり、男女がいきいきと働くことが
できる取り組みを行っている事業者で、かつ、２人以上
の女性従業員（うち少なくとも１人は正社員）を雇用し

ている事業者が対象となります。事業者とは、企業、財団・社団法
人などをさし、営利、非営利を問いません。

どのような事業者が登録の対象となりますか？Ｑ
Ａ

主な柱は４つあり、①女性の能力を活用するための取り
組み、②男性の育児参加を支援するための取り組み、③
仕事と家庭・その他の活動が両立できるようにするため

の取り組み、④男女がともに働きやすい職場づくりのための取り組
み、となります。①～④のいずれかに取り組んでいる事業者が登録
対象となります。取り組みの事例は本誌10ページをご覧ください。

どのような取り組みをしている事業者が対象
となりますか？Ｑ

Ａ

検 索


